
成
田
市
の
小
中
学
校
英
語
教
育

パ ー ト ナ ー 契 約 の 締 結 式成 田 市 で 投 票 で き る 人選 挙 公 報 は ○ 日 （ ○ ） に

新 聞 折 り 込 み で

成
田
の
英
語
教
育
の

4
つ
の
特
色

1 

全
て
の
市
立
学
校
に

　 

外
国
人
英
語
講
師
を
配
置

　
全
て
の
市
立
学
校
に
外
国
人
英
語
講

師（
A
L
T
）を
配
置
し
、
日
本
人
教
員

と
協
力
し
て
授
業
を
進
め
る
テ
ィ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2 

市
独
自
の
教
育
課
程
を
実
施

　
文
部
科
学
省
か
ら
教
育
課
程
特
例
校

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
本
市
の
市
立

学
校
で
は
、
市
が
独
自
に
作
成
し
た
学

習
計
画
に
基
づ
い
た
、
特
別
な
教
育
課

程
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

学
年
と
教
育
課
程
の
内
容

◦
小
学
1
〜
4
年
生
…
20
分
授
業
を
週

2
回

◦
小
学
5
・
6
年
生
…
20
分
授
業
を
週

2
回
、
45
分
授
業
を
週
1
回

◦
中
学
生
…
英
語
科
の
標
準
授
業
時
数

1
4
0
時
間
に
15
〜
18
時
間
を
加
え
、

拡
充
英
語
科
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
常
の
学
習
で
身
に
付
け
た
英
語
を

自
由
に
使
い
、
表
現
力
を
伸
ば
す
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す

3 

国
際
交
流
活
動
で

　 

自
信
を
育
む

　
各
学
校
で
行
う
国
際
交
流
活
動
を
通

し
て
、
実
際
に
外
国
人
と
英
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
喜
び
を
味
わ

い
、
一
人
一
人
が
自
信
を
つ
け
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

4 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に

　 
授
業
を
改
善

　
毎
年
、
小
中
学
生
と
保
護
者
、
教
員

を
対
象
に
市
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
英
語
教
育
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、
新
成
人
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
て
い
て
、
英
語
教
育
の
効
果
を

把
握
し
て
い
ま
す
。

成
田
の
英
語
教
育
が

目
指
す
姿

　
本
市
の
英
語
教
育
は
、
英
語
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の

気
持
ち
や
考
え
を
相
手
に
し
っ
か
り
伝

え
た
り
、
相
手
の
考
え
を
受
け
止
め
た

り
で
き
る
人
間
性
を
養
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
A
L
T
の
母
国
を
は
じ
め
と

し
、
外
国
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
多

く
持
つ
こ
と
で
、
多
文
化
共
生
・
異
文

化
理
解
の
意
識
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　
相
手
を
思
い
や
り
、
尊
重
す
る
精
神

を
育
て
、
夢
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
育

成
を
目
指
し
、
英
語
教
育
の
歩
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
教
育
指
導
課（
☎
20
‐

1
5
8
2
）へ
。

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成

国
際
化
が
進
む
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
英
語
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
高
め
る
た
め
、
小
学
1
年
生
か
ら
体
験
を
重
視
し
た
英
語
教

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ALTからスリランカの紅茶文化を学ぶ
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自 身 の 知 識 や 経 験 で

地 域 貢 献 を

  小中学生への質問
「今習っている英語は将来役に立つと思いますか」
　小学生の95％、中学生の94％が「そう思う」「まあ
そう思う」と回答していています。
  成人式出席者への質問

「小中学校で習った英語は今役に立っていますか」
・ALTと会話をすることで異文化に対する偏見を取り

除くことにつながった

―英語を使った仕事に就こうと思った理由を教えてくださ
い。

　「英語を通じてさまざまな人と知り合えることがとても
楽しいことだと感じたからです。英語を話す人の多くは、
自分とは大きく異なるバックグラウンドを持っています。
そのような人たちを知れば知るほど、彼らが自分とは違う
視点で物事を考えていることが分かり、英語を通じて自分
の知らない世界をのぞいてみたいと思いました」
―小中学校の英語の授業は佐久間さんにとって役に立ちま

したか。
　「当時は英語が自分の将来にどう役立つかなどは考えず、
なんとなく楽しいから、学校の授業や宿題に取り組んでい
た記憶があります。しかし、今思うと、小中学校で学んだ
基礎的な学習が、その後の発展的な学習への理解を促して

・ALTが出身国の特徴を教えてくれて、楽しい思い出
が多い

・今はパイロットになるための勉強を頑張っている
・英語を好きになるきっかけとなった
・文法の授業だけでは英語を話せるようにならなかっ

た。ALTとのコミュニケーションを通して覚えたこ
とがたくさんある

くれたのだと思います」
―小中学校での英語科の授業について、またはALTとの思

い出があったら教えてください。
　「とにかく学んでいて面白かったことを覚えています。
全く知らない言語を、単語や文法を覚えるだけで少しずつ
理解できるようになることが純粋に楽しいと思いました。
特に定期試験や小テストには力を入れて取り組んでいたと
思います。ALTの先生とはたくさん会話したという印象は
ありませんが、いつも授業中に優しくサポートをしてくだ
さっていたと記憶しています。ネイティブスピーカーと英
語の勉強ができる機会は貴重だと思うので、積極的に会話
してみてもよかったかもしれません」
―現在の仕事において、やりがいは何ですか。
　「外国人選手やその家族の皆さんが、言語を気にするこ
となく生活できている様子を見ると、とてもうれしく思い
ます。また、「女性」通訳なので、選手の奥さまたちと一緒
に病院などに同行した時も助けになれていると感じます。
特に産婦人科など、女性同士の方が話しやすい場合がある
と思います。海外で病院に行かなければならない状況で、
医者の話している内容も分からないという状況は避けたい
です。選手やその家族の不安を少しでも取り除けていれば、
自分がいる意味があるように感じます」
―成田の小中学生にメッセージをお願いします。
　「自分の好奇心に従って、やりたいと思ったことにはと
ことん挑戦してほしいです。同時に、勉強することはとて
も大事なことだとも思います。諦めずに学び挑戦し続ける、
目の輝く人でいてください。私も、そうなれるよう学び続
けます。一緒に頑張りましょう!」

　玉造小学校・玉造中学校を
卒業し、現在は北海道日本ハ
ムファイターズで通訳として活
躍している佐久間しんじゅさん
に話を聞きました。

佐
さ

久
く

間
ま

 しんじゅさん

英語力を生かして活躍する先輩に

インタビューしました

令和5年度の英語教育アンケート結果
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小中学生への質問「今習っている英語は将来役に立つと思いますか」、
成人式出席者への質問「小中学校で習った英語は今役に立っていますか」に
「そう思う」「まあそう思う」と回答した人の割合
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